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全国学力・学習状況調査 結果と分析（大庄中） 

８月２７日に、本年度の全国学力・学習状況調査(以下、「全国学力調査」とします)の結果が発表されま

した。学校には、新聞に発表された内容以外に詳しいデータも届いていますし、文部科学省のホームペー

ジにはいろいろなデータも載っています。それらの一端を紹介したいと思います。 

問題用紙と解答用紙は返ってきませんが、個人票は金曜日に渡すことになっています。ぜひ、次からの

いろいろなテストに役立つように活用してほしいと思います。 

 新聞には、兵庫の中３の国語 A の平均正答率は７６．８％、全国の国語 A 平均正答率が７６．４％、都

道府県別の平均正答率は…といった数字が並んでいましたが、このような、平均正答率や順位などの数字

だけにこだわってしまうと、好ましくない方向に進んでしまいます。そうならないためにも、別の視点か

らの大庄中の傾向と課題をお知らせしたいと思います。 

平均正答率と平均正答数…配点はどの問題も同じ 
まず、「平均正答率」７６．８％というのは、１００点満点で平均点が７６．８点ということではありま

せん。この「全国学力調査」は、問題ごとの配点が全て同じです。今年の中３の国語 A では３２問の問題

がありましたが、各生徒が、そのうち何問を正解したかの平均を％で示したものが「平均正答率」です。

国語 A では、文章を読んで二十字から二十五字で答えを記述する問題も、４つの選択肢から正解を選んで

記号で答える問題も、同じように１問の正解として集計されます。で

すから、生徒数５人のクラスで、正解の数が、Aくん１５問、Bくん２

０問、Cくん２５問、Dさん２５問、Eさん３０問だったとしましょう。

このクラスの平均正答数は（１５＋２０＋２５＋２５＋３０）÷５＝

１１５÷５＝２３問となり、このクラスの平均正答率は、２３÷３２

＝７１．９％ということになります。 

あと２問正解で全国平均と同じ(国語 A) 
今回、大庄中３年生の国語 A の平均正答数は、全国平均にあと２問だけ足りませんでした。計算上は、

全員があと２問ずつ正解したら全国平均と同じということです。同じように、国語 Bは、問題数が９問で、

本校平均と全国平均との平均正答数の差は、０．６問でした。これも計算上ですが、学年の生徒の半分ち

ょっとの人があと１問正解すれば、全国平均と同じになります。数学 A は、問題数３６問で全国の平均正

答数には３．９問足りませんでしたし、数学 B は、問題数１６問で全国の平均正答数に１．５問足りませ

んでした。このように、大庄中はどの教科も全国の平均正答率には届いていませんが、平均正答数では、

どの教科も、あと何問かだけ正解が増えれば、全国平均に手が届くということだったのです。 

「もったいない」解答の仕方が多い 

大庄中の、問題別の結果を見ますと、国語 A で漢字を書く問題(３問)で２３．４％(３４人)の無答者が

いる問題が２問あったり、漢字を読む問題でも１３．８％(２０人)の無答者がいたりと、正解の取りやす

い問題での無答が目立ちました。また、今回の調査の国語 A は、全３２問中１７問が選択肢から正解を選

ぶ問題ですし、数学 A も、全３６問中１８門が選択肢から正解を選ぶ問題でした。選択肢以外でも、２倍

の大きさの長方形を書くだけの問題、時差の問題で４－１１を計算するだけの問題など、ものすごく簡単

な問題も何問かありました。数学 B でも、数字の書いてあるグラフを見ながら１０分間で上がった温度を

答えるだけの問題(大庄中正答率は５７．９％、無答者が１５人)、１つの辺に５個ずつ碁石を並べて三角

形を作った時に必要な碁石の数の合計を求める問題（大庄中正答率５３．１％、無答者２１人）など、問

題を読むだけで正解にたどり着けるような問題で、もったいないことをしている人も目立ちました。 

紙面の関係で、すべては書けませんが、大庄中の生徒は「もったいない」答案の書き方をしている人が

とても多いのではないでしょうか。問題が見慣れない分厚い冊子になっていて、時間のかかる問題が前の

方にあったりもします。テストの始めに問題の全部を見渡して、時間のかかる問題(国語なら長文問題、数

学なら証明など)はあとに回す、記号（選択肢）の問題や問題を読むだけで答えがわかる問題は必ず答えを

書く、といったことを全員が実行するだけで、平均正答数も平均正答率も上がるように感じました。 

生徒質問紙での傾向 

 この「全国学力調査」では、８３問の生徒質問紙もあります。大庄中と県や全国の数字と比べて特徴的

な質問をいくつか紹介しておきます。 

家庭学習時間が少ない 
 まず、家庭学習時間(塾・家庭教師をふくむ)は、県や全国に比べて、かなり少ない数字でした。 

平日の家庭学習時間３時間以上→県１０．０％・大庄４．１％、３０分より少ない→県９．７％・大庄

１７．９％、全くしない→県６．６％・大庄１３．８％という結果でした。これは休日も同じ傾向でした。

平日のテレビ・ビデオ・DVD の時間が４時間以上→大庄２１．４％・全国１４．０％、平日のテレビゲー

ム(コンピュータ・携帯のゲームをふくむ)が４時間以上→大庄１１．７％・全国７．３％でした。家で学

校の宿題をしている→大庄４５．５％・全国６２．４％、家で学校の授業の予習をしている→大庄２．１％・

全国１１．１％、家で学校の授業の復習をしている→大庄:９・７％・全国１７．２％など、ずっと指摘さ

れていますが、今回の調査でも家庭学習時間の少なさがわかりました。 

起床時間は遅め…でも、お手伝いはよくしている 
平日、何時ころに起きますかの「６時より前」→大庄３．４％・全国１１．

４％、「６時半より前」→大庄９．７％・全国２８．３％、からは、朝寝坊の

傾向がわかりました。また、家の手伝いをしていますかの「よくしている」

→大庄３１．０％・全国２０．８％、で、これは自慢できることでしょう。 

将来の夢や希望を持っている人は多い 
将来の夢や目標は持っていますかで「当てはまる」→大庄５６．６％・全国４７．４％、将来なりたい

職業はありますかで「ある」→大庄８０．０％・全国６９．５％、将来の夢や目標を実現するために努力

していますかで「当てはまる」→大庄３１．７％・全国２７．７％、でした。夢や目標をもって努力して

いる生徒が多いというのも、自慢できることですね。           （文責:校長 福井 隆夫） 
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